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27 前掲書“Man, the Unknown”
28 1999年9月18日付け「朝日新聞」ならびに「東京新聞」によると次のような発言があった
と報道されている。
1999年3月17日に府中療養センター を視察し、入所している「重度心身障害者」の方 に々出会っ
た石原都知事は、「ああいう人って人格あるのかね」「これだけ手厚い手当をしながら入所者
の症状に回復可能性がない」「ああいう問題は安楽死につながるんじゃないか」といった言葉
を発したとされる。その前後の詳細な文脈は定かでなく、十分な真意が反映されていないとい
う反論や謝罪は後になされた（1999年第三回定例会）。
29 「『子の意思』こそ基本では」と題された2009年6月19日付け「朝日新聞」記事で、自ら
の6歳の長男が交通事によって脳死状態となり、心停止後の腎移植を決断した小児科医の経
験が掲載されている。そこでは、はたして死後の手術が息子の意思であったのかどうかに未
だ苦悩する姿が記されている。
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行為である、という考え方は、一見すると正論のように聞こえる。しかし、「死
に行く人」はそのままでは「役に立たない」からせめても「役に立つ」臓器で
も提供することが社会的使命であるかのような考え方は、どこかで「存在する
価値のあるいのち」とそうでないいのちがあることを前提とした考え方に結び
つく危険に気づくべきであろう。この考え方はまさに第2次世界大戦中のドイツ
をはじめ、様々な国で、現在も存在する優生思想に結びつく。「人の役にたって」
こそ存在の価値がある。この一見「正論」と思える考え方がいかに残酷な力を
帯び、多くの命を奪ってきたかは、ナチスドイツ等々の歴史を見れば明らかで
ある30。
結び．「愛のわざ」たり得るのか
　以上、考察を進めてきたが、今一度、臓器移植という行為がキリスト教的に
見て「愛のわざ」であるのかという点に焦点を当てる。イエスの生前の言動を
「福音書」を通して見る限り、イエス自らはその命を賭して、自らの使命を果た
そうとしたことは明らかである。しかし、他の者に対してそこまでの要求がな
されたのか、というと否と言わざるを得ないであろう。むしろ生前のイエスの
活動は当時のユダヤの中で「存在する価値がない」と思われていた人々31に偏愛
ともとれる関心と愛を注いでいるのが分かる。逆に「存在する価値多いにあり」
30　ナチスのルドルフ・フレリクスは、自らの著作『ナチスの優生政策』の中で次のような象
徴的な言葉を遺している。
「我々は生命を殺戮するのではない。ただ人生に何の役にも立たない遺伝性疾患者が今後生
まれ出づることを阻止するだけである。価値なき生命がたんまりと栄養分を頂戴してすくすくと
成長するは愚か、今後の増殖までも保証されることを怪しまぬ者こそ、自然の法則に背くもの
ではないか。人力の及ばぬ自由な大自然界にあつては、自然の儘の健全な淘汰が行はれ、
病的な生命が跋扈する余地はないであろう。愚にもつかぬ御託を並べる他に能のない幾千人
の白痴を肥飼ひして増殖させ、揚句の果は鉄窓に（後略）」（橋本文夫訳、理想社1942年、
72頁より）
原書を手に入れることが出来なかったため、戦前に出版された翻訳によった。そのため現代
では不適切な表現があるが、当時の時代と訳者を鑑みそのままの表現で記している。
31 悪霊につかれた者、取税人、障害者、ハンセン病患者、女、こども等々
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と自負している人々32には容赦の無い厳しい批判をしている。
　また、「旧約聖書」における神話33の中に、アブラハムが神によって息子イサ
クを犠牲として献げるよう要求され、それに従い息子を手にかけようとした瞬
間にその行為を神の使いによって制止され、神への信頼のみで義とされたこと
が明らかにされるという挿話がある。ここでも人がたとえ神の命令であっても
命を奪うことは良しとされないというように理解することは可能であろう。
　臓器移植という新たな知恵と技術を獲得したことによって、本来は自然に任
せるべき「死」を判断する責務を負った現代ではあるが、それによって「生き
る価値あるいのち」と「もはや価値のないいのち」の選別をする権限まで手に
した、あるいはその尺度が変わったと判断するとき、半世紀以上前のナチスが
犯した同じ過ちを犯す可能性に一歩踏み出していることに気づくたしなみが現
代の我々に要求されていると言えよう34。
32 ファリサイ派・サドカイ派の人 、々律法学者、祭司等々
「あなた方に言う、この者（取税人）は義とされて自分の家に下って行ったのだ。あの者（ファ
リサイ派）は違う。自分を高める者は低められ、自分を低める者は高められるのである。」（田
川建三訳）「ルカ福音書」18:14、（　）内、筆者が挿入。
33 「創世記」22:1-19
34 本稿では臓器移植をめぐっての他の問題、臓器売買の善悪や臓器提供を受けた人たち
の現状にまでは言及できなかった。さらなる問題として今後の検証課題としたい。
舟　木　　　讓158
?????????????
??????????????
???1-2??
????????????????
????????????????
???3-4?? ???5-6??
